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論文内容の要旨

本論文は，文節発声を前提とした音声理解システムのための言語処理方式K関する研究をまとめたもの

で. 5 章から構成されているo

第 1 章は，音声理解のための言語処理方式に関する研究を概説し，本研究の位置付けを明らかにしてい

る。

第 2 章では，まず音韻認識の不確実さによって，暖昧さの増大した状況での言語処理について検討を行

う。そして，文の主題と候補単語の間の連想関係の利用が，音声理解の言語処理に有効である乙とを示す。

その上で，その結果を考慮して設計された言語処理システム AS P (an ASsociation-based Par 

-ser)のフレームワークについて述べる。 ASP は，文節単位K複数の競合する候補が対応付けられてい

る文節候補列を入力とし，構文・意味・文脈といった言語知識を用いて，最終的lζ正しい文節列を出力す

るものである。特にASP では，入力候補列全体から文中の話題に対応する主題を抽出し，それと関連の

深い候補を優先的に扱う連想機構によって，競合する文節候補の絞り込みが行なわれる。

第 3章では，まず各文節候補に伴われる品詞や活用形に関する情報について述べる。さらに. AS P が

文節候補を選択していく際に用いられる知識を，物事の聞の関係として表される宣言的知識，具体的な処

理手順として表される手続き的知識，およびそれらの知識の適用順序を制御する制御知識の 3種類に分け

て論じているo

第 4 章では，本論文で提唱する言語処理方式の実現と性能評価について述べている。実験の結果. AS 

P は主題と語藁D連想関係の利用によって，正解候補の順位に依存しない性能を発揮する乙とが確かめら

れた。さらに，実際K文節発声されたデータに基づいて. 1 0 0 0 単語の語嚢を用いた場合にも適応可能
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であることを確認した。また，これまでに開発された音声理解システムのうち語藁数 500語以上のもの

について，性能を比較しASP による言語処理方式が有効であることを実証した。

第 5 章は結論であり，全体のまとめと今後の研究課題について述べている。

論文の審査結果の要旨

音声の物理的な特性だけでなく，言語情報に代表される高次情報を用いて発話の認識を行う音声理解の

研究では，音韻認識の不確実さに起因する暖昧さの増大を解消するために，高次情報をどのように利用す

るかが重要な問題となっている。

本論文では，単語認識率を向上させるために，発話lと伴われる言語情報，特iζ文脈情報を利用すること

に重点を置き，文節発声を前提とした音声理解の言語処理に有効な知識ならび、にその利用法について述べ

ている。

まず，音韻認識の不確実さによって暖昧さの増大した状況で、の言語処理について検討を行い，文の主題

と候補単語の聞の連想関係の利用が音声理解の言語処理に有効であることを示している。そして，その結

果に基づいて設計された言語処理システム AS P (an ASsociation-based Parser)の枠組みにつ

いて述べている。

さらに. AS P が文節候補を選択していく際に用いられる知識を，物事の聞の関係として表される宣言

的知識，具体的な処理手順として表される手続き的知識，およびそれらの知識の適用順序を制御する制御

知識の 3 種類に分けて論じている。

そして，実際K文節発声されたデータに基づいて. 1 0 0 0 単語の語嚢を用いた場合の性能評価を行う

とともに，これまでに開発された音声理解システムと性能を比較し. ASP の言語処理方式が有効である

乙とを実証している。

乙れらの研究成果は，音声研究と自然言語処理研究の接点K位置する音声理解のための言語処理の研究

に重要な知見を与えるものであり，博士論文として価値あるものと認める。
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